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散在するデータを、競争優位に。Sapeet、AIでデータ経営から現場実行までを一気通貫支援 

〜企業固有のコンテキストを反映し、データの「意味」をつなぐ新サービスを提供開始〜 

 

株式会社 Sapeet（本社：東京都港区、代表取締役社長：築山 英治、以下「Sapeet」）は、企業独自

の知見やノウハウを AIで再構築し、事業成果を生み続ける組織へ導く「SAPEET AX Solution」の取り

組みとして、データ活用に悩む企業向けに、AIドリブンなデータ経営から現場実行をサポートするサー

ビスを開始します。 

 

 
 

取り組みの背景 

これまで多くの企業は長年に渡り、ERPや SFA、CRM、BIツールなどのシステムを導入し、事業活動か

ら生まれるデータの蓄積や可視化を進めてきました。一方で、データが部門や業務ごとに分断されてい

ることや、同じ項目でも部門間で定義や意味が異なることなどから、データ同士の関係性を捉えられ

ず、経営判断や事業改善に十分活用できていないという声が、多くの企業から寄せられています。 

 

生成 AIの普及により、商談の音声記録、議事録、日報、問い合わせ履歴といった非構造データを、個

人レベルでは容易に分析・活用できるようになりました。しかし、企業全体で見ると、非構造データに

は業務に直接関係しない情報や重複した情報も多く含まれます。膨大な情報の中から、経営判断や業務

判断に必要なシグナルを見つけ出し、その意味を読み解く作業は、推理小説の謎解きと同じで、部門を

横断した深い知見と状況を理解し仮説を立てる高度なスキルが要求され、依然として一部の経験豊富な

人材に依存しています。 

 

さらに、データを可視化しても、「誰が、いつ、何を判断し、次にどのような行動を取るのか」が設

計されていなければ、具体的な業務アクションにはつながりません。従来のデータシステムは、現場や

組織の状況が変化するたびにプログラムや設定の改修を必要とするため、変化の速い事業環境に追いつ

けず、小規模な実証実験や一時的な改善にとどまるケースも見られます。 

 

こうした背景を受け、Sapeetは、データを蓄積・可視化するだけでなく、AIを通じてデータの意味を

整理し、実際の意思決定や業務アクションにつなげるデータ活用支援を開始します。 
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Sapeet の AIデータ活用支援について 

● アクション：成果の出やすい業務から、AIを意思決定と業務プロセスに組み込む 

◼ 経営・事業課題から、成果につながる業務領域を特定 

営業の商談準備、製造現場における品質検知、カスタマーサポートにおける VOC分析など、デ

ータ活用による効果を検証しやすい業務領域から取り組みを開始します。 

データの可視化や分析自体を目的とするのではなく、「誰が、いつ、どのような判断を行い、

次に何を実行するのか」から逆算し、AIを活用する業務プロセスを設計します。 

 

◼ 非構造データを、業務に必要なシグナルへ変換 

商談音声、議事録、日報、問い合わせ履歴といった非構造データを AIが構造化し、業務上の

意味を付与します。 

膨大なデータに含まれるノイズや重複を整理し、判断やアクションに必要な情報、示唆、変化

の兆候を抽出することで、人がデータの加工や情報探索に費やす時間を削減します。 

これにより、社員が情報処理ではなく、最終的な判断や施策の実行に集中できる環境をつくり

ます。 

 

◼ 小規模に成果を検証し、実際の業務へ定着 

成果を検証しやすいユースケースから小規模に導入し、設定した KPIや現場からのフィードバ

ックを確認しながら改善を進めます。 

分析結果をレポートとして提示するだけで終わらせず、既存の業務フローやシステムに AIを

組み込み、日常的な意思決定やアクションにつながる状態を目指します。 

 

● 構造：企業独自のコンテキストを AIに組み込み、使うほど進化するデータ活用基盤を構築 

◼ データの「意味」を接続するオントロジーを構築 

従来のようにデータをキーや ID だけで接続するのではなく、データの定義や属性、関係性を

示すメタデータを活用し、部門やシステムを超えてデータの「意味」を整理します。 

例えば、同じ「顧客」「売上」「案件」といった言葉でも、営業、経理、カスタマーサポート

では定義や扱いが異なる場合があります。 

こうした違いを整理し、人とデータの間に AI を“翻訳者”として介在させることで、散在す

るデータを経営判断や業務アクションに活用できる形へ変換します。 

 

◼ 企業固有のコンテキストを AIに反映 

汎用的な AI モデルをそのまま利用するのではなく、企業独自の意思決定基準、ベテラン社員

が持つノウハウ、業務ルール、組織体制、KPIなどを AIに反映します。 

これまでデータの中に埋もれていた、成果につながる判断基準や行動パターンを AI が捉え、

優れた社員の判断やアクションを組織全体で再現できる環境を構築します。 

これにより、個人に蓄積されていた知見を組織の業務資産へ変換し、企業固有の競争優位性と

して活用できる状態を目指します。 

 

◼ 使えば使うほど、精度と価値が高まる循環を設計 

AIの活用結果や現場からのフィードバックをもとに、収集するデータ、メタデータ、企業コン

テキスト、プロンプト、KPI を継続的に更新します。現場や顧客、市場、組織の変化に応じ

て、AIとデータ活用基盤自体が改善される循環を構築することで、一時的な実証実験で終わら

ず、継続的に業務へ定着・拡張するデータ活用を実現します。 

 

AI データ活用によって実現する組織の変化 

● Before：ノイズ処理に追われ、データを眺めて終わる組織 

部門やシステムごとにデータが分断され、意味や定義も統一されていないため、社員は必要な情

報を探し、加工し、突き合わせる作業に多くの時間を費やしています。管理下に置かれていない

データ（野良データ）や不要なデータが混在する中から、一部のベテラン社員が手作業でノイズ

を取り除き、経験に基づいて重要なシグナルを見つけ出している状態です。BI ツールでデータを

可視化しても、表示された数字やグラフから次に何をすべきかが分からず、具体的な判断や行動

に結び付かないケースもあります。 

 

 

 

 



● After：AIが必要なシグナルを提示し、人が判断と実行に集中する組織 

データレイヤーでデータの意味や関係性が接続され、人とデータの間に AI が介在します。AI が

業務シーンに応じて情報を整理し、判断に必要なシグナルや示唆を提示することで、社員は煩雑

なデータ加工や評価業務から解放されます。これにより、人は AIが提示した情報をもとに、「最

終的にどう判断するか」「事業をどのように動かすか」といった、より高付加価値な業務に集中

できるようになります。さらに、ベテラン社員に偏在していた判断基準や行動パターンを AIに反

映することで、個人の経験に依存していた業務を組織全体で再現し、継続的に改善できる状態を

目指します。 

 

本取り組みの基盤となる「オントロジー」の考え方については、Sapeet のアルゴリズムエンジニアによ

る解説記事もあわせてご覧ください。 

参考：ダッシュボードを作ったのに誰も見てくれないので、オントロジーについて考えてみた 

 

今後の展望 

Sapeet は今後、企業内におけるデータ活用支援に加え、企業をまたぐ業務プロセスへの AI活用を見

据えています。発注、物流、品質管理、契約といった企業間のプロセスにおいて、各企業の AIエージ

ェント同士が連携し、必要な情報の確認や調整、業務の実行を支援する環境の構築に取り組みます。 

 

また、ヒト・モノ・カネ・情報の流れを横断的に把握し、企業間で信頼性のあるデータを流通させ

る、トレーサビリティ経営の基盤構築を目指します。 

 

Sapeet は、企業が持つデータと独自の知見を AIによってつなぎ、現場の判断やアクションへ変換す

ることで、企業固有の競争優位性を継続的に生み出せる組織づくりを支援してまいります。 

 

「DX 総合 EXPO 2026 夏 東京」に出展します 

Sapeet は、2026 年 7月 22日（水）より開催される「DX 総合 EXPO 2026 夏 東京」に出展します。会

場では、オントロジーの概念を用いた AIと人間の協働の具体事例をご紹介します。 

 

【出展概要】 

展示会名 ：DX 総合 EXPO 2026 夏 東京 

会期  ：2026年 7月 22日（水）〜7月 24日（金）各日 10:00〜17:00 

会場  ：幕張メッセ 4〜7ホール 

ブース番号 ：S24-27 

URL  ：https://www.bizcrew.jp/expo/dx-tokyo 

 

SAPEET AX Solution とは 

企業ごとの課題や業務構造に合わせて、事業成果に直結する本質価値を特定し AI でモデル化し、組織

全体で運用可能な仕組みとして設計・構築する、Sapeet のプロフェッショナルサービスです。「企業独

自のナレッジが暗黙知化している」「一貫性のある資料作成が属人化している」といった点の課題に対

し、表層的な解決ではなく、企業ごとの真に解決すべき課題まで突き詰め再設計し解決を図ることで、

持続的な競争優位につながるソリューションを提供いたします。 

URL：https://solution.sapeet.com/ 

 

株式会社 Sapeetについて 

Sapeet は、AI で企業独自のベテラン知見を解析し、競争優位性につながるコア業務の価値を増幅・拡

張する Expert AI 事業を運営する東京大学発ベンチャーです。コミュニケーション AI や身体分析 AI を

使いやすいシステムとして提供し、企業の AI×人間の協業体制構築を支援します。 

 

会社名 ：株式会社 Sapeet 

所在地 ：東京都港区芝五丁目 13番 18号 いちご三田ビル 8階 

代表者 ：代表取締役社長 築山 英治 

上場市場 ：東京証券取引所 グロース（証券コード：269A） 

URL  ：https://sapeet.com/ 

 

 

 

 

https://qiita.com/KYoshiyama/items/52dc298122587969b39c
https://www.bizcrew.jp/expo/dx-tokyo
https://solution.sapeet.com/
https://sapeet.com/


-------------------------------------------------------------------------------------------- 

 

 当社では IR情報のメール配信を行っております。適時開示や PR情報のほか、決算説明会の動画配信

等も予定しております。 

サービス登録をご希望の方は、下記 URLまたは QRコードより登録をお願いいたします。 

  https://sapeet.com/ir/newsletter 

 

       
 

当社は、ご関心をお寄せいただいているステークホルダーの皆様への公平な情報開示に、引き続き努

めてまいります。 

https://sapeet.com/ir/newsletter

